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こ
の
た
び
、
2
0
2
3
年
4
月

1
日
付
け
で
京
都
大
学
医
学
部
附
属

病
院
病
院
長
、
並
び
に
芝
蘭
会
理
事
、

副
会
長
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
髙
折

晃
史
で
す
。
芝
蘭
会
の
皆
様
に
ご
挨

拶
申
し
上
げ
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
稲
垣
暢
也
前
々
病
院
長
、

宮
本
享
前
病
院
長
の
も
と
、
経
営
・

施
設
担
当
の
副
病
院
長
を
6
年
間
務

め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
京

大
病
院
は
、
大
学
病
院
の
使
命
で
あ

る
「
診
療
・
研
究
・
教
育
」
に
関
す

る
3
つ
の
基
本
理
念
「
患
者
中
心
の

開
か
れ
た
病
院
と
し
て
、
安
全
で
質

の
高
い
医
療
を
提
供
す
る
」、「
新
し

い
医
療
の
開
発
と
実
践
を
通
し
て
、

社
会
に
貢
献
す
る
」、「
専
門
家
と
し

て
の
責
任
と
使
命
を
自
覚
し
、
人
間

性
豊
か
な
医
療
人
を
育
成
す
る
」
を

ベ
ー
ス
に
、
大
き
な
発
展
を
遂
げ
て

き
ま
し
た
。
就
任
の
ご
挨
拶
を
兼
ね

て
、
近
年
の
京
大
病
院
の
歩
み
を
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今

後
の
抱
負
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、 

着
々
と
進
む
施
設
整
備

　

施
設
に
関
し
て
は
、「
京
大
病

院
の
あ
る
べ
き
姿
」
を
目
指
し
て

2
0
1
3
年
に
設
定
さ
れ
た
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
高
度
先

進
医
療
と
高
度
急
性
期
医
療
を
担

う
病
院
と
し
て
、
施
設
設
備
の
充

実
や
新
た
な
組
織
の
設
置
を
推
進

し
て
き
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、2
0
1
5
年
の
南
病

棟
の
開
設
を
皮
切
り
に
、2
0
1
9

年
に
は
中
病
棟
の
開
設
と
K
i
─

C
O
N
N
E
C
T
（
次
世
代
医
療
・

i
P
S
細
胞
治
療
研
究
セ
ン
タ
ー
）

の
稼
働
、
2
0
2
1
年
に
は
北
病
棟

改
修
に
よ
る
こ
ど
も
医
療
セ
ン
タ
ー

開
設
、
西
病
棟
か
ら
の
精
神
科
の
移

転
集
約
化
、
2
0
2
2
年
に
は
救
急

の
モ
デ
ル
病
床
設
置
と
新
型
感
染
症

に
も
対
応
し
た
結
核
病
棟
の
増
築
を

行
い
ま
し
た
。
現
在
も
中
央
診
療
棟

の
改
修
が
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ハ
ー
ド
面
で
の
改

修
・
充
実
化
が
大
き
く
進
み
ま
し
た

が
、
こ
れ
だ
け
の
施
設
が
最
新
の
設

備
で
あ
る
大
学
病
院
は
極
め
て
ま
れ

で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
京
大
病
院

が
目
指
す
高
度
先
進
医
療
の
開
発
と

推
進
、
高
度
急
性
期
医
療
の
充
実
は

さ
ら
に
大
き
く
進
ん
だ
と
い
え
ま
す
。

組
織
の
拡
充
と
改
革
で
、

充
実
し
た
医
療
を
提
供

　

一
方
、勿
論
、高
度
先
進
医
療
と
高

度
急
性
期
医
療
の
推
進
に
は
、
ハ
ー

ド
面
だ
け
で
は
な
く
、
ソ
フ
ト
面
の

充
実
も
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ
に
関

し
て
も
、
組
織
の
拡
充
・
改
革
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

臨
床
研
究
中
核
拠
点
病
院
と

し
て
、
先
端
医
療
研
究
開
発
機

構
（
i
A
C
T
）
の
改
組
、
K
i
─

C
O
N
N
E
C
T
の
設
置
に
よ
り
、

i
P
S
細
胞
を
用
い
た
臨
床
研
究

を
中
心
に
革
新
的
な
臨
床
研
究
を
推

進
で
き
る
体
制
が
整
い
ま
し
た
。
ま

た
、
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
、
が

ん
ゲ
ノ
ム
医
療
中
核
拠
点
病
院
と
し

て
、
固
形
が
ん
の
ゲ
ノ
ム
医
療
に
大

き
な
貢
献
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
今

年
度
を
め
ど
に
保
険
収
載
さ
れ
る
血

液
が
ん
の
ゲ
ノ
ム
医
療
の
準
備
も
始

め
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
国
あ
る
い
は
都
道
府

県
指
定
施
設
と
し
て
、
都
道
府
県
ア

レ
ル
ギ
ー
疾
患
医
療
拠
点
病
院
、
脳

卒
中・
心
臓
病
等
総
合
支
援
セ
ン
タ

ー
、
て
ん
か
ん
支
援
拠
点
病
院
へ
の

指
定
、
診
療
科
横
断
的
な
組
織
と
し

て
、V
H
L（
フ
ォ
ン
・
ヒ
ッ
ペ
ル
・

リ
ン
ド
ウ
）
病
セ
ン
タ
ー
、摂
食
嚥
下

診
療
セ
ン
タ
ー
、
脳
卒
中
療
養
支
援

セ
ン
タ
ー
、小
児
集
中
治
療
セ
ン
タ
ー
、

P
F
M（Ptent Flow

 M
anagem

ent

）

セ
ン
タ
ー
、
ア
レ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

等
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
セ
ン
タ
ー
は
、
他
で
は

見
ら
れ
な
い
京
大
病
院
独
自
の
希
少

疾
患
へ
対
応
可
能
な
セ
ン
タ
ー
で
あ

り
、
診
療
科
横
断
的
な
診
療
に
よ
り
、

患
者
さ
ん
に
よ
り
簡
便
に
適
切
な
優

し
い
医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
特

に
、
患
者
さ
ん
の
外
来
診
療
か
ら

入
退
院
ま
で
を
一
元
的
に
支
援
す
る

P
F
M
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
よ
り
、

よ
り
ス
ム
ー
ス
か
つ
柔
軟
な
患
者
対

応
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
の
先
生
方
や
医
療
機

関
と
の
連
携
を
今
ま
で
以
上
に
密
に

し
、
強
固
に
手
を
取
り
合
っ
て
、
地

域
全
体
で
し
っ
か
り
と
患
者
さ
ん
を

支
え
る
安
心
の
医
療
を
提
供
し
ま
す
。

　

高
度
急
性
期
病
院
と
し
て
の
京
大

病
院
は
、
国
立
大
学
病
院
と
し
て
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
救
急
応
需
件
数
を
誇

る
の
み
な
ら
ず
、
E
S
─
I
C
U
や

N
I
C
U
な
ど
多
数
の
ケ
ア
ユ
ニ
ッ

ト
を
集
約
し
た
中
病
棟
の
完
成
に
よ

り
、
心
筋
梗
塞
、
大
動
脈
瘤
、
脳
卒

中
、
と
い
っ
た
急
性
期
疾
患
に
よ
り

柔
軟
に
対
応
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
に 

ふ
さ
わ
し
い
京
大
病
院
の
方
向
性

　

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
2
0
2
0
年

初
頭
に
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
こ
の
5
月

か
ら
5
類
対
応
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
感

染
症
対
応
も
新
た
な
フ
ェ
ー
ズ
に
移

行
し
て
い
る
と
は
い
え
、
医
療
へ
の

大
き
な
負
担
は
依
然
続
い
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
等
の

緊
迫
し
た
世
界
情
勢
も
、
高
騰
す
る

光
熱
費
・
資
材
費
等
で
医
療
の
現
場

に
重
い
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
、
そ
し
て
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
京
大
病
院
の
方
向

性
を
定
め
る
こ
と
が
今
後
の
大
き
な

課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

私
が
目
指
す
方
向
性
は
、
次
の
4

つ
で
す
。

①
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
度
先
進
医

療
・
高
度
急
性
期
医
療
を
実
践
し
、

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
新
た
な
医
療

開
発
を
行
う
こ
と
。

②
そ
の
た
め
に
病
院
の
運
営
基
盤
を

強
化
す
る
こ
と
。

③
高
度
急
性
期
病
院
と
し
て
、
よ
り

地
域
に
根
差
し
た
京
大
病
院
で
あ

る
こ
と
。

④
人
材
配
置
の
中
長
期
プ
ラ
ン
を
作

成
し
、
京
大
ら
し
い
優
れ
た
人
材

育
成
を
行
う
こ
と
。

　

こ
れ
ら
を
目
標
に
、
従
来
の
慣
例

に
縛
ら
れ
な
い
、
新
し
い
病
院
の
形

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

な
か
で
も
、
京
大
病
院
の
運
営
基

盤
を
強
化
す
る
こ
と
は
、
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
時
代
に
お
い
て
、
重
要
か
つ
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
状
況
に
合
わ
せ
て
病
床
や
人

材
を
必
要
な
場
所
へ
柔
軟
に
配
置
す

る
こ
と
で
、
病
院
全
体
で
よ
り
効

率
的
な
医
療
提
供
を
お
こ
な
い
、
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
機
能
的
な
京
大

病
院
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。
こ
れ

と
同
時
に
、
院
内
の
各
診
療
科
や
診

療
部
門
間
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
る

と
と
も
に
、
院
外
の
医
療
施
設
と
の

連
携
も
強
化
す
る
こ
と
で
、
効
率
的

な
病
院
運
営
基
盤
を
創
出
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
京
大
病
院

ら
し
い
独
自
の
教
育
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
、
次
世
代
の
優
れ
た
臨
床
医
や

physician scientist

、
リ
ー
ダ
ー

を
育
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

１
２
５
周
年
の
節
目
を 

飛
躍
の
好
機
に

　

京
大
病
院
は
1
9
8
9
年
（
明

治
32
年
）
12
月
に
開
設
さ
れ
、

2
0
2
4
年
に
1
2
5
周
年
を
迎

え
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
1
2
5
周

年
記
念
事
業
を
行
い
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
是
非
、
芝
蘭
会
の
先
生

方
に
は
、
ご
支
援
を
頂
け
れ
ば
幸
甚

に
存
じ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
京
大
病

院
は
、
こ
れ
か
ら
も
社
会
の
期
待
に

応
え
、
新
た
な
医
療
の
創
出
と
地
域

医
療
へ
の
貢
献
を
担
い
な
が
ら
、
大

き
く
発
展
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
芝
蘭
会
会
員
の
皆
様
に

は
、
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
・
ご
指
導
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
後
と
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

附
属
病
院
病
院
長 

就
任
あ
い
さ
つ

 

慣
例
に
縛
ら
れ
な
い

「
新
し
い
病
院
の
形
」を
求
め
て
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医
療
の
未
来
を
切
り
拓
く

医
学
教
育
の
重
責
を
胸
に

京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科　

医
学
教
育
・
国
際
化

推
進
セ
ン
タ
ー
教
授

片
岡
仁
美

新
任
あ
い
さ
つ

　

2
0
2
3
年
5
月
1
日
付
で
脳
神

経
外
科
学
・
教
授
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
荒
川
芳
輝
で
す
。
こ
の
紙
面
を

お
借
り
し
て
芝
蘭
会
会
員
の
皆
様
に

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

脳
神
経
外
科
は
1
9
4
1
年
に

荒
木
千
里
先
生
が
外
科
学
第
一
講
座

の
教
授
に
就
任
さ
れ
、診
療
と
研
究

の
課
題
を
脳
神
経
外
科
学
に
定
め
ら

れ
た
こ
と
か
ら
開
講
と
な
り
ま
す
。

1
9
6
5
年
か
ら
半
田 

肇
先
生
、

1
9
8
6
年
か
ら
菊
池
晴
彦
先
生
、

1
9
9
7
年
か
ら
橋
本
信
夫
先
生
、

2
0
0
9
年
か
ら
宮
本 

享
先
生
が

教
室
を
主
宰
さ
れ
、
大
学
教
授
を
含

め
て
多
く
の
優
秀
な
人
材
を
育
成
し
、

国
内
外
で
神
経
科
学
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
伝

統
あ
る
脳
神
経
外
科
の
6
代
目
教
授

を
拝
命
し
、
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
1
9
9
7
年
に
京
都
府

立
医
科
大
学
医
学
部
を
卒
業
し
、
京

都
大
学
脳
神
経
外
科
に
入
局
し
ま
し

た
。
京
都
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で

の
6
か
月
の
研
修
後
に
、
倉
敷
中

央
病
院
で
脳
血
管
障
害
を
中
心
と
し

た
脳
神
経
外
科
診
療
、
加
え
て
臨
床

研
究
の
基
礎
を
学
ぶ
機
会
を
得
ま
し

た
。
2
0
0
0
年
に
京
都
大
学
大
学

院
に
入
学
し
、
成
宮
周
先
生
の
研
究

室
で
神
経
再
生
を
目
指
し
て
神
経
細

神
経
科
学
を
リ
ー
ド
す
る

脳
神
経
外
科
学
へ
と

そ
の
発
展
に
尽
く
す

京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科　

医
学
専
攻
脳
病
態
生
理
学
講
座　

脳
神
経
外
科
学 
教
授

荒
川
芳
輝

胞
骨
格
制
御
機
構
の
研
究
に
没
頭
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
脳
腫
瘍
を
専

門
領
域
と
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
、

2
0
0
5
年
に
英
国
王
立
が
ん
研
究

基
金
の
ロ
ン
ド
ン
研
究
所
に
留
学
し
、

が
ん
ウ
イ
ル
ス
療
法
の
開
発
を
目
指

し
た
種
痘
ウ
イ
ル
ス
の
研
究
に
従
事

し
ま
し
た
。

　

2
0
0
7
年
に
京
都
大
学
脳
神
経

外
科
に
帰
学
し
、
覚
醒
下
手
術
と
術

中
M
R
I
撮
像
を
用
い
た
脳
腫
瘍
の

m
axim

al safe resection

、
内

視
鏡
に
よ
る
低
侵
襲
手
術
の
開
発
を

行
い
、
治
療
成
績
の
向
上
に
尽
く
し

ま
し
た
。
基
礎
研
究
で
は
、
医
学
部

4
年
生
か
ら
の
3
年
間
、
基
礎
研
究

室
で
が
ん
の
遺
伝
子
解
析
に
取
り
組

ん
だ
経
験
を
活
か
し
、
脳
腫
瘍
発
生

の
要
因
と
な
る
新
規
遺
伝
子
の
同

定
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

i
P
S
細
胞
の
遺
伝
子
改
変
に
よ

る
マ
ウ
ス
脳
腫
瘍
モ
デ
ル
を
開
発
し
、

脳
腫
瘍
発
生
の
病
態
解
明
か
ら
新
た

な
治
療
薬
開
発
へ
と
進
ん
で
い
ま
す
。

　

脳
神
経
外
科
で
は
、
脳
腫
瘍
、
脳

血
管
障
害
、
脳
機
能
疾
患
、
脊
椎
・

脊
髄
疾
患
、
小
児
疾
患
、
外
傷
な
ど

の
様
々
な
専
門
領
域
が
あ
り
ま
す
。

当
教
室
が
伝
統
的
に
取
り
組
ん
で
き

た
各
領
域
で
の
独
創
的
な
研
究
テ
ー

マ
に
つ
い
て
、
京
都
大
学
の
優
れ
た

研
究
者
と
協
力
し
て
大
き
く
前
進
さ

せ
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
の
臨
床
研
究
は
、
良
質
な
臨

床
試
験
の
実
施
に
よ
る
治
療
開
発
と

エ
ビ
デ
ン
ス
創
出
が
重
要
で
す
。
日

本
の
が
ん
臨
床
研
究
グ
ル
ー
プ
に
は
、

成
人
が
ん
を
対
象
に
す
る
日
本
臨
床

腫
瘍
研
究
グ
ル
ー
プ（JCO

G: Japan 

Clinical O
ncology Group

）、
小

児
が
ん
を
対
象
に
す
る
日
本
小
児
が

ん
研
究
グ
ル
ー
プ（JCCG

: Japan 

Children's Cancer Group

）が
あ
り

ま
す
。
私
は
こ
の
両
方
の
各
脳
腫
瘍

研
究
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
研
究
代

表
を
務
め
、
全
国
の
多
施
設
に
協
力

を
得
て
第
Ⅲ
相
試
験
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
各
グ
ル
ー
プ
の
事

務
局
を
担
当
し
、
多
く
の
臨
床
試
験

の
支
援
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
う

し
た
臨
床
試
験
の
実
施
を
脳
腫
瘍
以

外
の
領
域
に
も
展
開
し
、
日
本
か
ら

多
く
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

　

京
都
大
学
脳
神
経
外
科
が
こ
れ
ま

で
築
い
て
き
た
診
療
・
研
究
・
教
育

の
大
き
な
伝
統
を
さ
ら
に
発
展
し
、

次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
を

育
成
し
、
よ
り
優
れ
た
脳
神
経
外
科

医
療
の
提
供
に
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
。
芝
蘭
会
の
先
生
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、

何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

2
0
2
3
年
4
月
1
日
付
で
医
学

教
育
・
国
際
化
推
進
セ
ン
タ
ー
教
授

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
片
岡
仁
美
と

申
し
ま
す
。
芝
蘭
会
会
員
の
皆
さ
ま

に
御
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
1
9
9
7
年
に
岡
山
大
学

医
学
部
医
学
科
を
卒
業
、
腎
免
疫
内

分
泌
代
謝
内
科
学
に
入
局
し
ま
し
た
。

内
科
研
修
修
了
後
は
同
大
大
学
院
に

お
い
て
糖
尿
病
性
腎
症
の
発
症
進
展

に
関
す
る
研
究
で
2
0
0
3
年
に
学

位
取
得
し
、
同
年
に
岡
山
大
学
病
院

に
設
立
さ
れ
た
総
合
診
療
内
科
に
出

向
し
て
以
降
、
臨
床
・
教
育
に
20
年

間
従
事
し
ま
し
た
。

　

医
学
教
育
の
観
点
か
ら
は
、

2
0
0
5
年
に
岡
山
大
学
医
療
教
育

統
合
開
発
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た

際
に
助
教
と
し
て
着
任
後
、
2
0
0
6

年
に
ト
ー
マ
ス
・
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン

大
学
に
留
学
し
て
、
腎
臓
内
科
に
お

け
る
糖
尿
病
性
腎
症
の
研
究
と
並
行

し
て
、
医
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

で
医
学
教
育
研
究
を
学
び
ま
し
た
。

2
0
0
7
年
に
帰
国
後
、
文
部
科
学

省
「
医
療
人
G
P
」
に
採
択
さ
れ
て

女
性
医
師
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
に
取
り

組
み
、
2
0
0
8
年
に
は
岡
山
大
学

病
院
卒
後
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー
副
部

門
長
と
な
り
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

抜
本
的
な
改
革
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

2
0
1
0
年
に
岡
山
県
の
寄
附
講

座
で
あ
る
地
域
医
療
人
材
育
成
講
座

の
教
授
を
拝
命
し
、
地
域
医
療
教
育

に
従
事
し
た
の
ち
、
2
0
2
0
年
に

は
岡
山
大
学
病
院
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

推
進
セ
ン
タ
ー
教
授
を
拝
命
し
、
病

院
に
お
け
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ

ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
推
進
と
働
き
方
改

革
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

医
学
教
育
研
究
で
は
、
医
学

生
、
医
師
の
患
者
へ
の
共
感
性

（em
pathy

）を
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま

す
。
2
0
1
5
年
か
ら
は
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
教
育
に
取
り
組
み
、

学
年
を
縦
断
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構

築
し
て
き
ま
し
た
。

　

20
年
に
わ
た
る
多
様
な
経
験
を

へ
て
、
こ
の
た
び
京
都
大
学
に
着

任
し
ま
し
た
。
本
学
の
自
由
の
学

風
と
伝
統
に
感
銘
を
受
け
、
研
究
医

（physician scientist

）
の
養
成

や
世
界
に
羽
ば
た
く
人
材
育
成
と
い

う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
さ
ら
に
実
感
し
、

本
学
の
医
学
教
育
に
携
わ
る
責
任
を

深
く
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　

2
0
2
2
年
度
の
医
学
教
育
モ
デ

ル
・
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
訂
、

2
0
2
3
年
度
か
ら
の
共
用
試
験

O
S
C
E
の
公
的
化
な
ど
、
医
学
教

育
を
め
ぐ
る
状
況
は
近
年
大
き
く
変

化
し
て
お
り
、
さ
ら
に
2
0
2
4
年

4
月
に
始
ま
る
「
医
師
の
働
き
方
改

革
」
の
影
響
も
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
変
化
の
多

い
時
代
に
お
い
て
も
、
重
要
な
こ
と

は
変
わ
ら
な
い
と
も
思
い
ま
す
。
そ

れ
は
「
教
育
の
主
役
は
学
修
者
で
あ

る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
学
生
一
人

一
人
と
向
き
合
い
、
そ
の
素
晴
ら
し

い
資
質
が
花
開
く
こ
と
を
い
か
に
支

え
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
常
に
自
身

に
問
い
か
け
な
が
ら
真
摯
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

国
際
化
推
進
に
つ
い
て
も
、
コ
ロ

ナ
禍
で
受
け
た
影
響
を
超
え
て
さ
ら

な
る
発
展
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
2
0
2
4
年
6
月
に
は
日
本
医

学
教
育
評
価
機
構
（
J
A
C
M
E
）

の
国
際
基
準
を
踏
ま
え
た
医
学
教
育

分
野
別
評
価
の
2
巡
目
の
受
審
が
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
好

機
と
と
ら
え
、
一
層
の
医
学
教
育
の

改
善
へ
の
契
機
に
で
き
た
ら
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
の
活
動
は
す
べ
て
多

く
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力
が
あ

っ
て
こ
そ
成
り
立
つ
も
の
と
存
じ
ま

す
。
芝
蘭
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
ど

う
ぞ
御
指
導
、
御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

2
0
2
3
年
6
月
1
日
付
で
京
都

大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
循
環
器
内

科
学
講
座
の
教
授
を
拝
命
致
し
ま
し

た
尾
野 

亘
で
す
。
こ
の
紙
面
を
お
借

り
し
て
芝
蘭
会
会
員
の
皆
様
に
ご
挨

拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
教
室
は
、
1
9
0
9
年
5
月
に

第
3
内
科
学
講
座
と
し
て
設
置
さ

れ
、
古
く
か
ら
循
環
器
内
科
を
専

門
と
す
る
講
座
と
し
て
、
循
環
器

学
分
野
に
お
い
て
多
数
の
人
材
を

輩
出
し
、
多
く
の
業
績
を
残
し
て
社

会
に
貢
献
し
て
参
り
ま
し
た
。
伝
統

あ
る
京
都
大
学
循
環
器
内
科
の
10
代

目
の
教
授
を
拝
命
し
、
身
が
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。

　

私
は
1
9
9
1
年
に
京
都
大
学
医

学
部
を
卒
業
し
、
京
大
病
院
内
科
研

修
の
の
ち
、
兵
庫
県
立
尼
崎
病
院
循

環
器
内
科
で
の
勤
務
を
経
て
、
京
都

大
学
第
3
内
科
（
循
環
器
内
科
学
）

大
学
院
に
進
み
ま
し
た
。
学
位
取
得

後
は
、
循
環
器
内
科
学
の
み
に
と
ら

わ
れ
な
い
、
幅
広
い
生
命
科
学
研
究

を
し
た
い
と
考
え
、
米
国
ス
ク
リ
プ

ス
研
究
所
免
疫
部
門
に
留
学
い
た
し

ま
し
た
。

　

帰
国
後
は
国
立
循
環
器
病
研
究
セ

ン
タ
ー
、
京
都
医
療
セ
ン
タ
ー
を
経

て
、
京
都
大
学
循
環
器
内
科
で
、
助

教
、
講
師
、
准
教
授
を
務
め
て
参
り

ま
し
た
。

　

京
都
大
学
で
は
、非
コ
ー
ド
R
N
A

の
循
環
器
疾
患
に
お
け
る
役
割
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
研
究
室

を
立
ち
上
げ
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た

知
見
を
臨
床
応
用
に
結
び
付
け
る
た

め
の
ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
研
究

研
究
に
裏
付
け
ら
れ
た

臨
床
と
教
育
の
実
践

京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科

循
環
器
内
科
学 

教
授

尾
野 

亘

を
推
進
し
て
参
り
ま
し
た
。
今
後
は
、

ヒ
ト
サ
ン
プ
ル
や
i
P
S
細
胞
、
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
を
積
極
的
に
利
用
し
て
、

基
礎
研
究
と
臨
床
研
究
の
垣
根
を
低

く
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
に

構
築
し
た
産
官
学
連
携
体
制
を
基

盤
と
し
て
研
究
を
推
進
し
、
京
都

大
学
発
の
新
規
診
断
法
・
治
療
法

の
開
発
と
い
う
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

当
科
で
は
、
他
科
と
の
連
携
に
よ

り
、「
救
急
患
者
を
断
ら
な
い
」
を

合
言
葉
に
、
24
時
間
の
診
療
体
制
を

実
践
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
従

来
の
冠
動
脈
形
成
術（
P
C
I
）
や

末
梢
血
管
形
成
術（
P
T
A
）、
胸

腹
部
大
動
脈
へ
の
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ

ト
内
挿
術
だ
け
で
な
く
、
不
整
脈

に
対
す
る
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
治
療
、

経
カ
テ
ー
テ
ル
大
動
脈
弁
留
置
術

（
T
A
V
I
）
や
経
皮
的
僧
帽
弁
ク

リ
ッ
プ
術
（
マ
イ
ト
ラ
ク
リ
ッ
プ
）、

左
心
耳
閉
鎖
術
（
ウ
ォ
ッ
チ
マ
ン
）、

心
房
中
隔
欠
損
症
、
動
脈
管
開
存
症

へ
の
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
な
ど
の
最
先

端
医
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

患
者
さ
ん
に
最
善
の
医
療
を
提
供
で

き
る
よ
う
に
、
新
し
い
技
術
を
積
極

的
に
導
入
し
て
い
き
ま
す
。

　

循
環
器
疾
患
を
お
持
ち
の
患
者
さ

ん
に
は
、
合
併
症
を
有
す
る
高
齢
者

が
多
い
た
め
、
全
身
の
状
態
を
確
実

に
診
断
、
治
療
で
き
る
こ
と
が
患
者

さ
ん
の
生
命
予
後
を
左
右
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
、
卒
前
卒
後
教

育
に
お
い
て
は
、
ま
ず
は
内
科
と
救

急
の
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
・
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
ケ
ア
医
と
し
て
の
素
養
が
十
分

に
備
わ
る
よ
う
に
指
導
し
ま
す
。
そ

の
う
え
で
、
豊
富
な
症
例
数
に
よ
り

得
ら
れ
た
知
識
と
経
験
を
活
か
す
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
知
識
を
常
に

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
で
き
る
循
環
器
内
科

サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
育
成
し
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
学
会
・
研
究
会
で

活
発
に
討
議
し
、
今
後
の
各
疾
患
の

診
療
の
向
上
の
た
め
に
、
国
内
外
に

情
報
発
信
で
き
る
医
師
、
リ
サ
ー
チ

マ
イ
ン
ド
に
あ
ふ
れ
た
フ
ィ
ジ
シ
ャ

ン
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
を
育
て
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

芝
蘭
会
会
員
の
先
生
方
に
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。記念講堂（旧解剖学講堂）
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晩
秋
の
候
、
校
友
会
会
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
祥

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
令
和
5
年
4
月
よ
り
京

都
大
学
医
学
部
校
友
会
会
長
に
就
任

致
し
ま
し
た
。
校
友
会
は
、
平
成
19

年
に
当
時
の
医
学
部
生
の
ご
父
兄
有

志
を
中
心
に
発
足
し
た
親
睦
団
体

（
現
在
会
員
数
約
8
0
0
名
）
で
す
。

初
代
会
長
の
土
井 

赳
名
誉
会
長
、
後

藤
恒
規
元
会
長
、
新
屋
明
美
前
会
長

に
続
き
4
代
目
の
会
長
と
な
り
ま
す
。

　

思
い
起
こ
せ
ば
、
新
屋
前
会
長
か

ら
の
会
長
就
任
の
打
診
は
、
ま
さ
に

青
天
の
霹
靂
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
一
人
息
子
を
入
学
さ
せ

て
頂
い
た
京
都
大
学
医
学
部
に
対
す

る
感
謝
の
念
と
、
医
学
部
教
職
員
や

校
友
会
会
員
の
皆
様
と
の
交
流
を
深

め
る
良
い
機
会
と
の
思
い
か
ら
、
そ

れ
こ
そ
清
水
の
舞
台
か
ら
飛
び
降
り

る
覚
悟
で
、
大
役
を
引
き
受
け
さ
せ

て
頂
く
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

　

校
友
会
の
目
的
は
「
医
学
部
の
教

育
の
充
実
と
研
究
の
発
展
、
あ
わ
せ

て
会
員
、
学
生
、
教
職
員
の
親
睦
を

は
か
る
こ
と
」
と
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。

約
3
年
に
及
ぶ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
と
の
戦
い
の
中
、
校
友
会

の
活
動
も
厳
し
く
制
限
さ
れ
、
最
近

に
な
っ
て
や
っ
と
ト
ン
ネ
ル
の
出
口

が
見
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

私
の
任
期
中
の
使
命
は
、
コ
ロ
ナ

後
の
新
時
代
に
即
し
た
校
友
会
活
動

の
在
り
方
の
模
索
に
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
幸
い
な

こ
と
に
、
今
年
の
春
に
は
校
友
会
主

催
の
卒
業
式
・
入
学
式
祝
賀
会
を
、

5
月
に
は
主
に
1
回
生
の
ご
父
兄
を

対
象
と
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
を
、

そ
れ
ぞ
れ
規
模
縮
小
な
が
ら
も
4
年

ぶ
り
に
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
会
員
、
教
職
員
、

事
務
局
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
一

丸
と
な
っ
て
「
普
通
の
活
動
」
を
取

り
戻
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
校
友
会
は
、
現
在
の
伊
佐
正

医
学
研
究
科
長
や
歴
代
の
医
学
研
究

科
長
と
の
交
流
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
は
、
大
森
孝
一
委
員
長
を
は
じ
め

と
す
る
京
都
大
学
医
学
部
教
育
研
究

支
援
基
金
（
K
M
S
―
F
U
N
D
）
の

皆
様
と
も
日
頃
か
ら
連
携
し
て
お
り
、

様
々
な
行
事
で
共
催
の
形
を
と
ら
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
相
互

の
さ
ら
な
る
良
好
な
関
係
の
構
築
に

寄
与
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

校
友
会
を
通
し
て
会
員
の
皆
様
と

行
動
を
共
に
す
る
の
も
、
何
か
の
ご

縁
で
あ
り
ま
す
。
私
は
栃
木
生
ま
れ

の
栃
木
育
ち
で
す
。
息
子
の
京
大
入

学
を
機
に
、
未
知
な
る
世
界
に
飛
び

込
ん
で
み
た
い
と
の
思
い
か
ら
校
友

会
委
員
と
し
て
入
会
し
ま
し
た
。
今

後
は
、
校
友
会
活
動
で
京
都
を
訪
問

す
る
際
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
我
慢
し
て

い
た
京
都
観
光
も
し
っ
か
り
楽
し
み

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
会
長
や
会
員
の
皆
様

が
築
か
れ
ま
し
た
功
績
に
恥
じ
ぬ
よ

う
努
力
す
る
所
存
で
す
の
で
、
何
卒

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

寒
さ
の
厳
し
い
冬
も
終
わ
り
、
柔

ら
か
な
春
の
兆
し
を
感
じ
る
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
本
日
は
私
た
ち
卒
業

生
の
た
め
に
こ
の
よ
う
な
会
を
開
催

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
し
て
、
ご
多
忙
の
中
ご

出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
先
生
方
、
ご

来
賓
の
方
々
、
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
、

卒
業
生
を
代
表
し
て
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

6
年
前
、
同
じ
場
所
で
始
ま
っ
た

京
都
大
学
医
学
部
で
の
学
生
生
活
が
、

今
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
期
待

や
不
安
、
緊
張
を
胸
に
集
ま
っ
た
私

た
ち
は
、
学
生
生
活
を
経
て
そ
れ
ぞ

れ
に
多
く
の
経
験
を
積
み
、
こ
の
日

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ

っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
よ
う
で
濃
密

で
あ
っ
た
京
都
大
学
医
学
部
で
の
6

年
間
を
通
し
て
、
私
は
2
つ
の
「
出

会
い
」
が
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

　

ま
ず
、
お
互
い
に
支
え
合
う
こ

と
の
で
き
る
仲
間
と
の
出
会
い
で

す
。
こ
こ
に
い
る
私
た
ち
卒
業
生
は
、

同
じ
医
学
部
で
学
び
続
け
な
が
ら
も
、

一
人
ひ
と
り
が
全
く
異
な
る
大
学
生

活
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。
一
人
ひ
と

り
の
価
値
観
を
尊
重
し
合
い
、
切
磋

琢
磨
し
続
け
ら
れ
る
同
期
の
皆
さ
ん

と
こ
こ
で
出
会
え
た
こ
と
に
誇
り
を

持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
別
の

場
所
で
、
学
生
時
代
の
思
い
出
を
糧

に
し
な
が
ら
高
め
合
え
る
よ
う
な
関

係
性
を
続
け
て
い
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
京
都
大
学
医
学
部
と
い
う

環
境
で
の
刺
激
的
な
学
び
と
の
出
会

い
で
す
。
最
先
端
の
研
究
が
な
さ
れ

て
い
る
こ
の
場
所
で
、
い
ち
医
学
生

と
し
て
間
近
で
関
わ
る
こ
と
が
で
き
、

取
り
組
み
た
い
こ
と
が
あ
る
と
、
い

つ
で
も
先
生
方
は
私
た
ち
を
あ
た
た

か
く
迎
え
入
れ
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。

医
学
部
で
の
教
育
を
通
し
て
、
自
ら

新
し
い
課
題
を
発
見
し
、
探
究
・
挑

戦
す
る
こ
と
の
面
白
さ
を
、
身
を
持

っ
て
実
感
し
ま
し
た
。
私
の
こ
れ
か

ら
の
人
生
の
礎
と
な
っ
た
京
都
大
学

医
学
部
に
少
し
で
も
恩
返
し
が
で
き

る
よ
う
、
卒
業
し
て
か
ら
も
精
進
し

て
参
り
ま
す
。

　

今
日
こ
う
し
て
無
事
卒
業
の
日
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
い
つ

も
見
守
っ
て
い
て
下
さ
っ
た
先
生
方
、

保
護
者
の
皆
さ
ま
の
お
陰
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
そ
の
感
謝
を
胸
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
道
へ
と
進
ん
で
行
き
ま
す
。

6
年
前
と
は
少
し
違
っ
た
表
情
で
こ

の
場
所
に
再
び
立
っ
て
い
る
こ
と
を

感
慨
深
く
、
同
時
に
名
残
惜
し
い
気

持
ち
も
込
み
上
げ
て
き
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
の
京

都
大
学
医
学
部
な
ら
び
に
校
友
会
が

ま
す
ま
す
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、

卒
業
生
代
表
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

校
友
会
親
睦
委
員
会
で
は
、
5
月

20
日
（
土
）
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

を
う
け
4
年
ぶ
り
と
な
る
、
新
入
学

生
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
第
8
回

キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
い
た
し

ま
し
た
。

　

新
緑
の
美
し
い
朝
、
芝
蘭
会
館
に

お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
45
名
の
参
加

者
に
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
を
加
え
て

総
勢
60
名
で
、
基
礎
医
学
記
念
講
堂

を
訪
れ
ま
し
た
。
明
治
35
年
に
京
都

帝
国
大
学
の
解
剖
学
教
室
講
堂
と

し
て
竣
工
さ
れ
た
京
大
最
古
の
建
築

物
で
、
階
段
教
室
は
一
般
講
義
室
と

し
て
現
代
風
に
改
修
さ
れ
て
い
ま
す
。

展
示
室
に
は
、『
解
体
新
書
』（
複
製
）

や
、
大
理
石
で
作
ら
れ
た
解
剖
台
な

ど
、
数
多
く
の
貴
重
な
資
料
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

記
念
堂
で
は
、
校
友
会
の
近
藤
克

昭
会
長
の
挨
拶
に
つ
づ
き
、
京
都

保
健
会
社
会
健
康
医
学
福
祉
研
究

所
所
長
の
小
泉
昭
夫
名
誉
教
授
よ
り
、

「
京
都
大
学
医
学
部
の
歴
史
の
断
片
」

と
題
し
て
京
大
医
学
部
の
歴
史
や
偉

大
な
先
輩
方
に
つ
い
て
の
ご
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
あ
と
は
3
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
、
和
や
か
に
会
話
を
楽
し

み
つ
つ
、
構
内
の
学
生
会
館
、
医
学

プ
ラ
ザ
、
医
学
図
書
館
や
旧
産
婦
人

科
病
舎
を
見
学
し
ま
し
た
。
旧
産
婦

人
科
病
舎
は
病
院
構
内
初
の
近
代
建

築
で
、
歴
史
を
感
じ
る
建
物
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
メ
デ
ィ
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー（
M
I
C
棟
）に
集

合
し
て
、
セ
ン
タ
ー
長
の
成
宮
周
京

都
大
学
名
誉
教
授
と
副
セ
ン
タ
ー
長

の
寺
西
豊
先
生
に
、
お
話
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
生
た
ち
の

卒
業
後
の
将
来
に
つ
い
て
、
素
晴
ら

し
い
医
学
者
と
し
て
世
界
に
羽
ば
た

け
る
道
が
こ
こ
に
は
あ
る
と
、
力
強

く
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
最
後

に
皆
様
と
記
念
撮
影
を
し
て
、
午
前

中
の
ツ
ア
ー
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
今
の
状
況
を
鑑
み
て
、
資
料
の

中
に
京
大
周
辺
の
ラ
ン
チ
マ
ッ
プ
を

同
封
し
、
昼
食
は
個
々
で
と
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
午
後
は
、
明
治
末

期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
西
園
寺
公

望
の
別
邸
と
し
て
建
て
ら
れ
た
、
非

公
開
の
重
要
文
化
財
「
清
風
荘
」
を

見
学
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
昭
和
19

年
に
庭
園
と
共
に
京
都
大
学
に
寄
贈

さ
れ
、
現
在
は
教
育
、
迎
賓
、
会
議

の
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
管

理
事
務
所
の
奥
田
昭
彦
様
よ
り
、
た

く
さ
ん
の
要
人
を
お
も
て
な
し
さ
れ

た
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
興
味
深

い
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
優
雅

な
佇
ま
い
を
み
せ
る
清
風
荘
に
て
、

心
穏
や
か
に
静
寂
な
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆

様
が
仲
良
く
お
話
し
さ
れ
て
い
る
姿

を
見
て
、
親
睦
委
員
と
し
て
と
て
も

嬉
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
4
年
ぶ

り
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
す

る
に
あ
た
り
、
京
大
関
係
者
等
、
多

く
の
方
々
の
多
大
な
る
ご
協
力
、
お

力
添
え
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令和 4 年度 卒業生代表あいさつ

6年間の
2つの出会いを糧として
それぞれの道に、今
宮脇里奈

校
友
会
会
長

近
藤
克
昭

コ
ロ
ナ
後
の
新
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
活
動
を

会
長
就
任
の
ご
挨
拶

校友会 親睦委員会
辻久美子

会員に大好評のキャンパスツアーを
4 年ぶりに実施しました

〒606-8501
京都市左京区吉田近衛町

京都大学医学研究科事務部
TE L 075-753-4322
FAX 075-752-1528

Mail-Address:
kyoto-kms-fund@office.

med.kyoto-u.ac.jp

京
都
大
学
医
学
部

校
友
会
・
教
育
研
究
支
援
基
金

（K
M

S
ｰ

Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
）
だ
よ
り
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令
和
5
年
6
月
10
日（
土
）、大
阪

市
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪
に

て
、
令
和
5
年
度
芝
蘭
会
大
阪
支
部

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
は
じ
め

に
芝
蘭
会
大
阪
支
部
会
長
の
坂
井
義

治
先
生
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た

後
、
野
村
明
成
先
生
の
進
行
の
も
と
、

支
部
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
員

報
告
・
確
認
、
役
員
の
変
更
に
関
す

る
報
告
、
及
び
次
回
開
催
地
と
開
催

時
期
の
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
京
都
大
学
大
学
院
医
学

研
究
科
初
期
診
療
・
救
急
医
学
分
野
、

京
都
大
学
防
災
研
究
所
地
域
医
療

B
C
P
連
携
研
究
分
野
教
授
の
大
鶴 

繁
先
生
よ
り
、
京
大
医
学
部
に
関
す

る
近
況
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在

の
医
学
研
究
科
、
医
学
部
附
属
病
院

の
運
営
体
制
、
退
任
お
よ
び
新
任

教
授
の
ご
紹
介
、
建
設
中
の
が
ん

免
疫
総
合
研
究
セ
ン
タ
ーBristol 

M
yers Squibb棟

の
紹
介
の
ほ
か
、

ク
リ
ニ
カ
ル
ア
ナ
ト
ミ
ー
ラ
ボ

（
C
A
L
）
や
医
療
D
X
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
の
充
実
、Y

ouT
ube

を

活
用
し
た
京
大
病
院
の
疾
患
啓
発
動

画
配
信
、
医
学
部
教
育
研
究
支
援
基

金
K
M
S
─
F
U
N
D
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
地
域
医
療
継
続
計
画

（
B
C
P
）策
定
の
す
ゝ
め
──
京
大
病

院
の
高
度
急
性
期
医
療
の
現
在
地
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
大
鶴
先
生
に

よ
る
学
術
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
大
鶴
先
生
の
医
師
と
し
て
の

原
点
と
京
大
病
院
の
救
急
の
充
実
化

に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

高
度
先
進
医
療
と
高
度
急
性
期
医
療

の
両
立
を
図
り
、
専
門
各
科
と
救
急

部
と
の
緊
密
な
連
携
、
初
期
診
療
か

ら
集
中
治
療
ま
で
を
チ
ー
ム
で
シ
ー

ム
レ
ス
に
行
う
こ
と
、
病
院
方
針
と

の
連
携
の
3
点
を
大
切
に
し
て
お
ら

れ
ま
す
。
ま
た
自
由
と
自
主
性
を
重

ん
じ
て
人
を
大
切
に
し
た
、
創
造
的

で
継
続
性
に
優
れ
た
京
大
ら
し
い
新

し
い
救
急
を
模
索
し
、
独
自
的
・
学

際
的
・
国
際
的
な
取
り
組
み
を
目
指

し
て
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

次
に
、
減
災
・
医
療
継
続
・
早
期

復
旧
の
実
現
を
目
指
し
た
医
療
防
災

研
究
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。
災
害
時
の
医
療
対
応
の
基
本

コ
ン
セ
プ
ト
と
な
る
の
が
C
S
C
A 

T
T
T
で
す
。
全
て
の
災
害
に
対

す
る
世
界
共
通
の
体
系
的
対
応
で
、

Com
m
and and Control

（
指
揮

と
統
制
）、Safety

（
安
全
確
保
）、

Com
m
unication

（
情
報
収
集
伝
達
）、

A
ssessm

ent

（
評
価
）、T

riage
 （

ト
リ
ア
ー
ジ
）、Treatm

ent

（
治
療
）、

T
ransport

（
搬
送
）の
そ
れ
ぞ
れ

の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
す
。

　

大
鶴
先
生
は
こ
の
な
か
で
も
と
く

に
医
療
者
の
み
で
は
十
分
な
対
応
が

難
し
いSafety

とC
om
m
unica-

tion

に
注
目
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
熊

本
地
震
の
際
に
多
く
の
病
院
が
病
院

避
難
と
い
う
医
療
機
関
に
と
っ
て
最

悪
の
事
態
に
陥
っ
た
原
因
に
つ
い
て

大
鶴
先
生
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
お

お
き
く
「
建
物
安
全
性（
耐
震
性
）の

不
安
」、「
水
（
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
）
問

題
」
の
2
つ
の
原
因
が
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
そ
う
で
す
。
被
災
地
の
医

療
を
守
る
た
め
に
は
、
医
療
機
関
が

お
互
い
に
補
完
し
合
っ
て
役
割
分
担

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
病
院
単

体
で
は
な
く
地
域
（
医
療
圏
）
単
位

で
の
B
C
P
を
策
定
し
て
備
え
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
医
療
機
関
の
B
C
P
で
は
通
常
の

企
業
の
B
C
P
と
は
異
な
り
、
発

災
後
の
医
療
ニ
ー
ズ
の
爆
発
的
な
増

加
に
、System

s, Staff, Stuff, 

Structure

の
4
S
で
規
定
さ
れ
る

Surge Capacity

（
医
療
供
給
力
）

を
拡
大
し
て
対
応
せ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
な
か
で
も
病
院
建
物
の
倒
壊
の

危
険
性
や
医
療
機
器
の
耐
震
性
な
ど
、

Structure

とStuff

の
正
確
な
判

断
は
医
療
者
に
は
困
難
で
あ
り
、
今

日
の
病
院
B
C
P
に
お
い
て
必
ず
し

も
十
分
に
は
検
討
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
、
医
療
機
器
の

耐
震
性
評
価
実
験
に
つ
い
て
の
お
話

も
伺
い
ま
し
た
。
医
療
機
器
の
キ
ャ

ス
タ
ー
ロ
ッ
ク
の
条
件
を
変
え
て
実

験
し
た
と
こ
ろ
、
対
角
に
ロ
ッ
ク
す

る
と
最
も
移
動
・
転
倒
の
リ
ス
ク
が

低
く
、
さ
ら
に
機
器
の
重
心
位
置
を

低
く
す
る
等
の
対
策
が
有
効
だ
そ
う

で
す
。

　

一
方
で
、
2
0
2
0
年
に
コ
ロ
ナ

禍
で
実
施
さ
れ
た
、
京
大
病
院
を
模

し
た
免
震
棟
と
耐
震
棟
を
渡
り
廊
下

で
繋
い
だ
世
界
初
の
病
院
建
物
の
実

大
振
動
台
実
験
で
は
、
免
震
構
造
の

建
物
で
は
ほ
と
ん
ど
被
害
を
認
め
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。
現
在
、
京
都
大

学
の
防
災
研
と
附
属
病
院
と
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
大
阪
北
部

地
震
の
被
害
調
査
結
果
に
基
づ
く
病

院
機
能
の
脆
弱
性
分
析
に
よ
る
将
来

の
災
害
時
の
病
院
被
害
予
測
や
、
医

療
機
関
の
地
震
計
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に

よ
る
自
動
観
測
・
被
害
予
測
シ
ス
テ

ム
の
開
発
等
、
災
害
時
の
減
災
や
医

療
を
継
続
さ
せ
る
た
め
の
先
進
的
な

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
健
康
危
機
管
理
と
い
う

概
念
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。
災
害
医
療
の
最
終
目
的
は
被

災
地
の
健
康（H

ealth

）
と
暮
ら
し

の
維
持（
健
康
危
機
管
理
）に
あ
り

ま
す
。
2
0
2
1
年
に
は
W
H
O

よ
り
『
災
害
・
健
康
危
機
管
理
の
研

究
手
法
に
関
す
る
W
H
O
ガ
イ
ダ

ン
ス
』が
発
行
さ
れ
、
今
後
は
世
界

の
災
害
研
究
手
法
の
標
準
化
が
進
み
、

防
災
政
策
に
つ
な
が
る
エ
ビ
デ
ン
ス

の
蓄
積
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
医
療
圏
単
位

で
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
防

災
や
感
染
対
策
を
組
み
込
む
よ
う
な

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
、
つ
ま
り
平
時

か
ら
災
害
、
さ
ら
に
は
新
興
感
染
症

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ま
で
を
も
カ
バ
ー

す
る
健
康
危
機
管
理
体
制
の
構
築
が

必
要
で
す
。
地
域
医
療
B
C
P
の
策

定
プ
ロ
セ
ス
自
体
が
地
域
の
連
携
強

化
を
促
し
、
平
時
か
ら
の
地
域
医
療

の
向
上
に
繋
が
る
の
で
は
と
、
大
鶴

先
生
は
考
え
て
お
ら
れ
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

講
演
終
了
後
は
写
真
撮
影
が
あ
り
、

私
た
ち
学
生
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
、
芝
蘭
会

の
多
く
の
先
生
方
が
意
見
交
換
さ
れ

て
お
り
、
私
た
ち
学
生
に
も
話
し
か

け
て
く
だ
さ
り
、
現
在
の
大
学
の
授

業
の
様
子
な
ど
に
つ
い
て
ご
質
問
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
先
生
方
の

学
生
時
代
の
大
学
の
様
子
を
お
聞
か

せ
い
た
だ
く
な
ど
、
様
々
な
お
話
を

伺
う
こ
と
が
で
き
、
大
変
良
い
経
験

と
な
り
ま
し
た
。

（
文
責
・
2
回
生　

奥
村 

圭
一
郎
）

　

2
0
2
3
年
2
月
11
日
（
土
）、

東
京
都
千
代
田
区
神
田
の
学
士
会
館

に
て
、「
2
0
2
3
年
芝
蘭
会
東
京

支
部
総
会
な
ら
び
に
第
21
回
京
都
大

学
健
康
科
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
学
士
会
へ
の
入
会
は

旧
帝
大
の
出
身
者
に
限
ら
れ
ま
す
が
、

学
士
会
館
の
利
用
に
は
そ
の
よ
う
な

制
限
は
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

第
1
部
と
し
て
支
部
総
会
が
あ
り

ま
し
た
。
全
員
で
物
故
者
に
黙
祷
を

捧
げ
、
そ
の
後
、
芝
蘭
会
東
京
支
部

長
の
大
髙
道
也
先
生
よ
り
ご
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。「
東
京
支
部
で
は
恒

例
の
総
会
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て

は
、
コ
ロ
ナ
流
行
時
も
会
員
の
協
力

と
本
部
の
お
力
添
え
に
よ
り
、
休
む

こ
と
な
く
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
謝
意
を
表

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
久
し
ぶ
り
の

対
面
で
の
開
催
と
い
う
こ
と
で
非
常

に
嬉
し
く
思
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
で

し
た
。

　

新
し
く
役
員
（
幹
事
等
）
に
な
ら

れ
た
方
々
の
ご
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

東
京
支
部
に
は
厚
労
省
と
の
パ
イ
プ

を
担
う
と
い
う
重
要
な
役
割
が
あ
る

こ
と
を
知
り
、
感
心
し
ま
し
た
。
大

髙
支
部
長
は
つ
づ
い
て
次
の
よ
う
に

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。「
昨
2
0
2
2

年
度
に
年
刊
の
会
報
『
芝
蘭
の
集

い
』
第
1
号
を
発
行
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
は
、
年
会
費
納
入
の
お
願
い
と

と
も
に
、
会
員
か
ら
の
名
簿
作
成
に

資
す
る
最
新
情
報
、
及
び
新
規
会
員

の
ご
紹
介
の
依
頼
、そ
の
他
、芝
蘭
会

に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
、
新
入
会
員
紹

介
、
留
学
だ
よ
り
な
ど
も
掲
載
さ
れ

ま
す
。
総
会
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
充
実

に
加
え
、
こ
の
会
報
を
ベ
ー
ス
と
し

て
、
幹
事
会
の
開
催
な
ど
会
員
相
互

の
輪
を
広
げ
、
支
部
の
質
と
量
の
向

上
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　

そ
の
後
、
代
表
幹
事
の
山
村 

隆
先

生
よ
り
2
0
2
1
年
度
の
決
算
報
告

が
、
ま
た
、
監
事
の
福
井
次
矢
先
生

か
ら
は
同
年
度
の
監
査
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

総
会
の
最
後
に
、
新
し
く
京
都
大

学
医
学
研
究
科
長
に
就
任
さ
れ
た
伊

佐 

正
先
生
よ
り
医
学
研
究
科
・
医
学

部
の
現
況
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、

人
事
や
最
近
の
京
都
大
学
医
学
部
の

話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
大
学
の
教
育
、
研
究
体

制
の
改
革
へ
の
取
り
組
み
の
話
が
メ

イ
ン
で
し
た
。
国
際
卓
越
研
究
大
学

に
選
ば
れ
る
こ
と
が
、
京
都
大
学
の

生
き
残
る
ラ
ス
ト
・
チ
ャ
ン
ス
と
い

う
こ
と
で
、
湊
長
博
総
長
と
岩
井
一

宏
プ
ロ
ポ
ス
ト
が
尽
力
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
国
際
競
争
力

の
向
上
の
た
め
に
選
ば
れ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
し
た
。

　

第
2
部
と
し
て
、「
第
21
回 

京
都

大
学
健
康
科
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
1
は
、
東

京
慈
恵
会
医
科
大
学
麻
酔
科
学 

侵
襲

防
御
医
学
講
座
教
授 

倉
田
二
郎
先
生

に
よ
る
「
痛
み
と
意
識
に
せ
ま
る
脳

イ
メ
ー
ジ
ン
グ
」（
座
長
・
山
村 

隆

先
生
）
で
、
主
な
テ
ー
マ
は
「
麻
酔

に
よ
っ
て
な
ぜ
意
識
が
な
く
な
る
の

か
？
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

麻
酔
を
し
て
も
視
覚
や
聴
覚
は
脳

の
一
次
感
覚
野
に
は
届
き
ま
す
が
、

そ
れ
ら
が
統
合
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
前
頭
連
合
野
と
頭
頂
連
合
野

と
の
間
で
情
報
交
換
が
一
方
向
だ
け

遮
断
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
各
感

覚
の
情
報
自
体
が
脳
に
届
い
て
も
感

覚
世
界
が
形
成
さ
れ
な
く
な
り
、
意

識
が
な
く
な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

伊
佐
先
生
に
よ
る
講
演
2
は
「
脳

の
機
能
回
復
─
─
私
の
来
し
方
と
京

都
大
学
の
未
来
」
と
い
う
テ
ー
マ
の

講
演
で
し
た
（
座
長
・
大
髙
道
也
先

生
）。
脳
や
脊
髄
に
損
傷
が
起
こ
っ

た
時
に
ど
の
よ
う
な
回
復
の
仕
方
を

す
る
の
か
と
い
う
お
話
で
し
た
。

　

運
動
機
能
の
回
復
に
は
脊
髄
固
有

ニ
ュ
ー
ロ
ン
が
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
皮

質
脊
髄
路
の
損
傷
直
後
に
お
い
て

は
、
い
き
な
り
特
定
の
神
経
回
路
に

可
塑
的
な
変
化
が
起
こ
る
の
で
は
な

く
、
脳
の
広
範
な
回
路
が
脱
抑
制
し
、

支部
だより

事
業
継
続
計
画（
B
C
P
）を

策
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
が

地
域
医
療
の
連
携
強
化
を
促
す

大
阪

健
康
科
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

麻
酔
科
学
と
神
経
科
学
の

二
つ
の
視
点
で
脳
機
能
を
探
究

東
京

　最近、芝蘭会員の方々へ芝蘭会員または京大医学部事務職員の
名前をかたって、個人情報（住所、電話番号等）を聞き出そうと
する不審な問い合わせの電話があるということを会員の方からご
連絡をいただいております。芝蘭会とは全く関係がございません

ので、くれぐれもご注意くださいますようお願いいたします。
　なお、芝蘭会では会員の方から住所変更等のご連絡がない限り、
事務局からはお問い合せはいたしておりません。ご不審なことが
ありましたら、芝蘭会事務局までご連絡ください。

ご注意

芝蘭会事務局　TEL ● 075 -751- 2713　　FAX● 075-752-4015
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令
和
5
年
7
月
2
日（
日
）、
芝
蘭

会
館
稲
盛
ホ
ー
ル
に
て
、
芝
蘭
会
京

都
支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
支
部
長
の
森 

洋
一

先
生
に
よ
る
挨
拶
の
後
、
物
故
会
員

へ
の
黙
祷
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
野

口
雅
滋
先
生
の
進
行
の
も
と
、
庶

務
・
会
計
報
告
、
運
営
報
告
、
芝
蘭

会
本
部
報
告
、
さ
ら
に
京
都
大
学
大

学
院
医
学
研
究
科
消
化
器
内
科
分
野

の
妹
尾 

浩
教
授
か
ら
、
京
大
病
院
の

近
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
京
都
大
学
プ
ロ
ボ
ス

ト
理
事
・
副
学
長
、
京
都
大
学
大
学

院
医
学
研
究
科
細
胞
機
能
制
御
学
教

授
の
岩
井
一
宏
先
生
の
講
演
「
膠
原

病
か
ら
始
ま
っ
た
研
究
者
人
生
を
経

て
京
都
大
学
に
還
元
し
た
い
こ
と
」

が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
ま
ず
最
初
に
、
岩
井

教
授
が
研
究
者
に
な
ら
れ
た
経
緯
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
当
初
は

臨
床
医
を
目
指
し
、
全
身
性
エ
リ
テ

マ
ト
ー
デ
ス
（
S
L
E
）
を
中
心
に

リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
の
診
療
・
研
究

に
従
事
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
大
学
院
修
了
後
の
米
国
留
学
を

契
機
に
、
故
あ
っ
て
研
究
テ
ー
マ
を

免
疫
か
ら
生
化
学
・
細
胞
生
物
学
に

変
更
す
る
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

留
学
時
の
研
究
テ
ー
マ
が
免
疫
と
は

ほ
と
ん
ど
関
係
な
か
っ
た
こ
と
、
ま

た
、
大
学
院
時
代
も
基
礎
系
の
研
究

に
従
事
し
て
い
た
こ
と
や
研
究
者
と

し
て
の
人
生
に
大
き
な
違
和
感
が
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
基
礎
研
究
者
と

し
て
の
人
生
を
歩
む
こ
と
に
舵
を
切

ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　

留
学
先
で
手
掛
け
た
研
究
は
細
胞

の
鉄
代
謝
・
動
態
調
節
の
研
究
で
、

そ
の
過
程
で
鉄
代
謝
の
調
節
タ
ン
パ

ク
質
が
鉄
依
存
的
に
分
解
さ
れ
る
こ

と
を
発
見
し
ま
し
た
。
そ
の
発
見
が

き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
特
定
の
タ
ン

パ
ク
質
を
状
況
に
応
じ
て
分
解
に
導

く
こ
と
が
で
き
る
ユ
ビ
キ
チ
ン
修
飾

系
の
研
究
に
着
手
さ
れ
ま
し
た
。

　

ユ
ビ
キ
チ
ン
は
ポ
リ
マ
ー
で
あ
る

ユ
ビ
キ
チ
ン
鎖
と
し
て
タ
ン
パ
ク
質

を
修
飾
し
、
そ
の
ユ
ビ
キ
チ
ン
鎖
が

マ
ー
ク
と
な
っ
て
、タ
ン
パ
ク
質
分
解

酵
素
複
合
体
で
あ
る
プ
ロ
テ
ア
ソ
ー

ム
が
ユ
ビ
キ
チ
ン
修
飾
さ
れ
た
タ
ン

パ
ク
質
を
分
解
し
ま
す
。
こ
の
ユ
ビ

キ
チ
ン
依
存
性
タ
ン
パ
ク
質
分
解
系

は
細
胞
の
低
酸
素
応
答
を
は
じ
め
と

し
て
多
く
の
重
要
な
細
胞
機
能
の
制

御
系
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
ま
た
、

プ
ロ
テ
ア
ソ
ー
ム
の
阻
害
剤
が
多
発

性
骨
髄
腫
の
治
療
薬
と
し
て
臨
床
に

供
さ
れ
る
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
岩
井

教
授
の
友
人
で
あ
る
発
見
者
た
ち
に

は
2
0
0
4
年
の
ノ
ー
ベ
ル
化
学

賞
が
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み

に
、
ユ
ビ
キ
チ
ン
系
は
発
見
者
た
ち

が
生
化
学
の
基
本
的
な
疑
問
に
基
づ

い
て
研
究
を
推
進
し
た
こ
と
で
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
現
在
で
は
、
ユ
ビ
キ
チ
ン

修
飾
系
は
分
解
の
範
疇
に
は
収
ま
ら

ず
、
多
様
な
様
式
で
タ
ン
パ
ク
質
の

機
能
を
制
御
す
る
可
逆
的
な
修
飾
系

と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
細
胞
内
に

は
多
彩
な
ユ
ビ
キ
チ
ン
鎖
が
存
在
し

て
い
て
、
そ
の
種
類
に
よ
っ
て
タ
ン

パ
ク
質
の
制
御
様
式
が
異
な
る
こ
と

が
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

岩
井
教
授
は
、
当
時
支
配
的
で
あ

っ
た
ユ
ビ
キ
チ
ン
鎖
を
生
成
機
構
の

仮
説
が
酵
素
学
の
概
念
を
逸
脱
し
て

い
る
こ
と
に
疑
問
を
持
ち
、
ユ
ビ
キ

チ
ン
鎖
生
成
機
構
の
解
明
に
取
り
組

ま
れ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
過
程
で
全
く
新
し
い
ユ
ビ
キ

チ
ン
鎖
で
あ
る
「
直
鎖
状
ユ
ビ
キ
チ

ン
鎖
」
を
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
そ
の
機
能
を
解
析
し
て
い
く
過
程

で
ま
ず
、
そ
の
生
成
不
全
が
自
己
炎

症
性
疾
患
を
惹
起
す
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
直
鎖
状
ユ

ビ
キ
チ
ン
鎖
の
生
成
を
亢
進
さ
せ
る

方
法
を
開
発
し
、
そ
の
方
法
を
用
い

て
作
出
し
た
マ
ウ
ス
が
S
L
E
を

発
症
す
る
こ
と
、
ヒ
ト
で
も
直
鎖
状

ユ
ビ
キ
チ
ン
鎖
の
生
成
を
亢
進
さ
せ

る
遺
伝
子
の
多
型
が
S
L
E
の
疾

患
感
受
性
遺
伝
子
多
型
で
あ
る
こ
と

を
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

岩
井
教
授
は
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病

の
臨
床
医
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
ス

タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。「
遠
回
り
を

し
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
基
礎
研
究

者
と
し
て
基
本
的
な
命
題
に
対
峙
す

る
こ
と
を
通
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
を
始

め
た
頃
に
目
標
に
し
て
い
た
膠
原
病

の
病
因
の
一
端
を
解
明
で
き
た
こ
と

は
本
当
に
幸
運
で
あ
る
」
と
語
っ
て

お
ら
れ
た
点
が
印
象
的
で
し
た
。

　

岩
井
教
授
は
ま
た
、
2
0
2
2
年

9
月
ま
で
、
医
学
研
究
科
の
副
研
究

科
長
、
研
究
科
長
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
間
は
、
人
材
育
成
に
力
を

入
れ
、
自
ら
考
え
自
ら
行
動
で
き
る

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
の
あ
る
学
生
を

育
成
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
医
学
科
で
は
特
色

入
試
や
飛
び
級
制
度
を
導
入
し
た
り
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革
を
断
行
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
人
間
健
康
科
学
科

の
機
構
改
革
に
も
参
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
の
最
後
に
、
現
在
は
理
事
と

し
て
京
都
大
学
の
運
営
を
担
わ
れ
、

自
由
の
学
風
を
も
つ
京
大
ら
し
さ
を

維
持
し
な
が
ら
、
研
究
者
に
と
っ
て

研
究
し
や
す
い
環
境
の
確
立
を
目
指

し
て
お
ら
れ
る
こ
と
も
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
う
し
て
総
会
が
終
了
し
た
後
、

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
だ

医
学
の
勉
強
を
始
め
て
間
も
な
い
私

で
す
が
、
学
術
講
演
は
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、
こ
の

よ
う
な
素
晴
ら
し
い
会
に
お
招
き
い

た
だ
い
た
こ
と
に
最
大
限
の
感
謝
の

意
を
も
っ
て
京
都
支
部
総
会
の
報
告

を
終
わ
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。

 （
文
責
・
2
回
生　

奥
村
圭
一
郎
）

膠
原
病
か
ら
始
ま
っ
た

研
究
者
人
生
を
歩
み
つ
つ
、

プ
ロ
ボ
ス
ト
理
事
と
し
て

「
京
大
ら
し
さ
」
を
問
う
日
々

京
都

緊
急
的
に
両
側
の
運
動
野
を
使
っ
て

機
能
を
代
償
す
る
。
そ
の
後
し
ば
ら

く
し
て
神
経
回
路
に
可
塑
的
な
変
化

が
起
き
て
、
損
傷
の
反
対
側
の
一
次

運
動
野（
M
1
）と
両
側
の
運
動
前
野

腹
側
部
で
機
能
が
十
分
に
回
復
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
損
傷
し
た
側
の

M
1
が
必
要
な
く
な
る
と
考
え
ら
れ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
ど
ち
ら
の
講

演
も
非
常
に
興
味
深
い
内
容
で
し
た
。

　

講
演
会
の
後
、
学
士
会
館
5
階
の

写
真
を
撮
る
設
備
が
整
っ
た
部
屋
で
、

記
念
写
真
の
撮
影
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
3
部
は
、
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
と

い
う
形
で
の
懇
親
会
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
大
髙
先
生
の
ご
挨
拶
と
乾

杯
の
音
頭
で
始
ま
り
、
私
も
挨
拶
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
大
髙
先
生
を

は
じ
め
と
す
る
様
々
な
先
生
方
が
話

し
か
け
て
く
だ
さ
り
、
現
在
の
大
学

の
様
子
や
、
新
し
く
な
っ
た
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
な
ど
に
つ
い
て
興
味
を
持
た

れ
、
昔
の
大
学
の
様
子
や
大
い
に
為

に
な
る
話
も
多
く
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
参
加
さ
せ
て
頂
け
て
良
か

っ
た
で
す
。
と
て
も
和
や
か
な
雰
囲

気
で
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
う
し
て
宴
も
た
け
な
わ
と

な
り
、
懇
親
会
は
惜
し
ま
れ
な
が
ら

も
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の

よ
う
な
会
に
お
招
き
く
だ
さ
っ
た
こ

と
へ
の
感
謝
の
意
を
も
っ
て
東
京
支

部
の
報
告
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。（

文
責
・
3
回
生　

山
本 

誠
）

　平成17年度より芝蘭会費の納入方法として、「銀行口
座等からの自動引き落とし」を採用させていただいてお
ります。会費納入のお手間が大幅に省かれ、また、会費
の二重払いの防止にもつながります。
　ぜひ、ご利用いただきたくお願い申しあげます。手続
きについて芝蘭会事務局までお問い合わせください。
　手続き等については、

芝蘭会事務局　
TEL　075-751-2713　　
FAX　075-752-4015

芝蘭会費納入は 自動振替で

岩井一宏先生による講演

隣接するシラン・カフェで 4 年ぶりに懇親会を開催。挨拶は伊佐 正芝蘭会会長
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R5.4.3 佐々木 克博 辞任 細胞機能制御学講師 ➡︎ ファイザー株式会社 Oncoloy Medical Affairs, 
Medical Affairs Scientist

R5.5.1 中尾 葉子 採用 薬剤疫学研究員（非常勤） ➡︎ 同特定准教授

R5.5.1 荒川 芳輝 昇任 脳神経外科学講師 ➡︎ 同教授

R5.5.1 穴澤 貴行 昇任 臓器移植医療部助教 ➡︎ 同講師

R5.6.1 簗取 いずみ 採用 細胞機能制御学特定講師 ➡︎ 同講師

R5.6.1 菊池 理 昇任 腫瘍内科助教 
➡︎ がん免疫総合研究センター臨床がん免疫薬効薬理部門准教授

R5.6.1 内田 周作 採用 精神科神経科研究員（非常勤） ➡︎ 医学領域産学連携推進機構特定准教授

R5.6.1 尾野 亘 昇任 循環器内科学准教授 ➡︎ 同教授

R5.6.1 白川 康太郎 昇任 血液内科助教 ➡︎ 血液・腫瘍内科学講師

R5.6.30 吉澤 明彦 辞任 総合解剖センター准教授 ➡︎ 奈良県医科大学病理診断講座教授

R5.6.30 趙 晃済 辞任 初期診療・救急医学講師 
➡︎ 京都医療センター救命救急センター長・救急部長

R5.6.30 山﨑 和裕 辞任 心臓血管外科学講師 ➡︎ 島根大学医学部外科学講座教授

R5.7.1 石井 暁 採用 脳神経外科特定准教授 ➡︎ 同准教授

R5.7.1 吉村 通央 昇任 放射線腫瘍学・画像応用治療学講師 ➡︎ 同准教授

R5.7.1 大槻 文悟 昇任 整形外科学講師 ➡︎ 同准教授

R5.7.1 栗山 新一 昇任 整形外科学助教 ➡︎ 同講師

R5.8.1 生野 真嗣 採用 脳神経内科特定助教 
➡︎ 医学教育・国際化推進センター学部教育部門講師

R5.8.1 長谷田 真帆 採用 社会疫学特定講師 ➡︎ 同特定講師

R5.8.1 山田 正之 採用 医学教育・国際化推進センター（学部教育部門）講師 ➡︎ 同特定講師

R5.8.1 鬼頭 昭彦 採用 Research Scientist, A*STAR Skin Research Labs ➡︎ 皮膚科学講師

R5.8.1 松尾 武彦 採用 高松赤十字病院第二心臓血管外科部長 ➡︎ 心臓血管外科学講師

R5.8.1 浅井 啓太 採用 医療法人純康会徳地歯科医院口腔外科部長 ➡︎ 口腔外科学講師

R5.8.1 舟木 健史 採用 脳神経外科特定講師 ➡︎ 同講師

R5.8.1 堀江 貴裕 昇任 循環器内科助教 ➡︎ 同講師

R5.8.1 日髙 優 昇任 先端医療研究開発機構助教 ➡︎ 同講師

R5.9.30 小川 正晃 辞任 神経生物学特定准教授 ➡
滋賀医科大学医学部医学科生理学講座（生体システム生理学部門）教授

R5.9.30 濱路 政嗣 辞任 呼吸器外科講師 ➡︎ 奈良県立医科大学附属病院呼吸器外科准教授

R5.9.30 宮田 淳 辞任 精神科神経科講師 ➡︎ 愛知医科大学精神科学講座教授

R5.10.1 西谷 陽子 採用 熊本大学大学院生命科学研究部環境社会医学部門環境生命科学分野
法医学講座教授 ➡︎ 法医学教授へ

R5.10.1 粟屋 智就 採用 がん組織応答共同研究講座（産学共同）特定講師 ➡︎ 総合解剖センター准教授

R5.10.1 但馬 正樹 昇任 がん免疫総合研究センター助教 ➡︎ 同講師

R5.10.1 山門 穂高 採用 脳神経内科特定准教授 ➡︎ 多系統萎縮症治療学講座特定准教授

R5.10.1 松澤 秀一 採用 脳神経内科特定准教授 ➡︎ 多系統萎縮症治療学講座特定准教授

R5.10.1 森永 潤 採用 熊本大学病院総合臨床研究部特任助教 ➡︎ ゲノム医学センター特定講師

R5.10.1 上村 紀仁 採用 脳神経内科特定講師 ➡︎ 多系統萎縮症治療学講座特定講師

R5.10.1 福田 晃久 昇任 消化器内科学講師 ➡︎ 同准教授

R5.10.1 藤本 正数 昇任 病理診断科講師 ➡︎ 同准教授

R5.10.1 宇座 徳光 昇任 内視鏡部講師 ➡︎ 同准教授

会
員
訃
報

　　謹んでご冥福をお祈りいたします　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日付はご逝去日

宮村 元親 昭和 25 年専卒 令和５年５月

西山 広芳 昭和 28 年卒 令和 5 年 5 月 9 日

橋田 悦 昭和 28 年卒 令和 5 年 2 月 23 日

杉山 孝 昭和 29 年卒 令和 5 年 10 月 3 日

渡守武 健 昭和 29 年薬卒 令和 5 年 2 月 1 日

森 裕資 昭和 30 年卒 令和 5 年 4 月 5 日

由良 源太郎 昭和 30 年卒 令和 5 年 5 月 12 日

今井 幸雄 昭和 31 年卒 令和 5 年 7 月 1 日

武井 宏夫 昭和 31 年卒 令和 5 年 10 月 2 日

平野 穣 昭和 32 年卒 令和 5 年 8 月 19 日

増谷 孝一郎 昭和 32 年薬卒 令和 4 年 8 月 12 日

前川 善水 昭和 33 年卒 令和 4 年 11 月 23 日

鑢迫 勝久 昭和 34 年卒 令和 4 年 11 月 14 日

松島 弘 昭和 34 年卒 令和 3 月 11 月 30 日

酒井 章 昭和 35 年卒 令和 5 年 2 月 24 日

日比 光雄 昭和 38 年卒

田原 明夫 昭和 42 年卒 令和 5 年 5 月 8 日

井上 良一 昭和 43 年卒 令和 5 年 10 月 7 日

井上 章 昭和 44 年卒 令和 5 年 8 月 5 日

八木 伸也 昭和 44 年卒 令和 5 年 10 月 17 日

五十嵐 正至 昭和 45 年卒 令和 5 年 1 月 3 日

堀澤 英世 昭和 47 年卒 令和 5 年 2 月 24 日

五十部 潤 昭和 55 年卒 令和４年

中村 和雄 昭和 60 年卒 令和 4 年 10 月 28 日

坪田 芉子 教室会員  眼科 令和 5 年 5 月 10 日

山崎 芳樹 教室会員  耳鼻咽喉科 令和 5 年 7 月 31 日

堀 信夫 教室会員  精神科 令和 3 年 1 月 11 日

「芝蘭会報」第 212 号（前号）3 頁に掲載
の「退任あいさつ」　戸井雅和氏（東京
都立病院機構東京都立駒込病院院長）の
記事に誤りがありました。会員ならびに
関係者の皆様には、大変ご迷惑をおかけ
いたしました。謹んでお詫びするととも
に、次のとおり訂正いたします。

３頁「退任あいさつ」戸井 雅和氏 
本文　冒頭１行目
誤：「2003 年」　　→　　正：「2023 年」

訂正とお詫び
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。
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